
教 職 研 修

課 題 別 研 修

教職員の専門性や指導力の向上を目指して

本県の教育課題や教職員一人一人のニーズに応じた課題解決を目指して

研 修 一 覧 表研 修 一 覧 表研 修 一 覧 表 宮崎県教育研修センター宮崎県教育研修センター宮崎県教育研修センター

基 本 研 修 経験年数に応じた、専門性や指導力を高めます。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

教　　諭
◦教職員の服務等、教育公務員としての基礎的素養を身に付けます。
◦学習指導や生徒指導、特別支援教育等の教育指導に関する基本的内容を学びます。
◦社会福祉施設等で、多様な教育的体験をします。
◦異校種・異職種との合同研修を通して、教職員としての視野を広げます。

小・中学校は、９回の計１０日間　
( 教育事務所３日、市町村教育委員会２日、合計１５日間 )
県立学校は、１３回の計１５日間

養護教諭
◦教職員の服務等、教育公務員としての基礎的素養を身に付けます。
◦養護教諭の職務における基本的内容を学びます。
◦異校種・異職種との合同研修を通して、教職員としての視野を広げます。

　１１回の計１２日間

栄養教諭
◦教職員の服務等、教育公務員としての基礎的素養を身に付けます。
◦栄養教諭の職務における基本的内容を学びます。
◦異校種・異職種との合同研修を通して、教職員としての視野を広げます。

　１１回の計１２日間

※詳細については「初任者研修の手引」( 公立小・中学校教諭、公立学校養護教諭、公立学校栄養教諭）、「初任者研修関係資料」( 県立学校 ) を参照してください。

初任者研修 教職員としての使命感を養い、実践的指導力や幅広い知見を修得します。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

教　　諭

◦５年を経過した自分自身の実践を振り返り、教科指導上の課題等を明らかにして、具体
的に解決を図る方法を学びます。

◦小・中学校の研修では、学級経営、生徒指導、道徳の時間の指導の在り方についての内
容を学びます。

◦県立学校の研修では、学級・ホームルーム経営、キャリア教育、総合的な学習の時間、特
別支援教育等についての内容を学びます。

小　学　校　　①　５月２５日(木)　 　②　６月１９日(月)
　　　　　　　③１０月１９日(木)
中　学　校　　①　５月２５日(木)　 　②　６月１９日(月)       
　　　　　　　③１０月１２日(木)
県 立 学 校   　①　５月１７日(水)　 　②　６月１４日(水)
　　　　　　　③１０月２５日(水)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計３日間

養護教諭
◦児童生徒の健康課題に対応した保健室経営や、学校保健活動を展開するための実務的な

内容を学びます。
◦学校研修における授業参観・保健室参観等を通して、学校保健教育の実践力を高めます。

　①　５月１５日(月)　 ★②   ７月１０日(月)　　
　③　９月　８日(金)　 ★④１０月２７日(金)
　⑤１２月１２日(火) 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５日間

栄養教諭
学校栄養職員

◦栄養教諭・学校栄養職員の職務や、学校給食の運営と管理等、実務的な内容を学びます。
◦学校研修等における授業参観、給食参観等を通して、食に関する指導について具体的に

学びます。

　①　５月３０日(火)　　 ②　６月２６日(月)
　③　８月２２日(火)　 ★④１０月１２日(木)
　⑤１２月１５日(金)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５日間

教職経験５年経過研修 教職員としての基礎的・基本的な能力を確立し、専門性を深めます。　　　　　★は学校等が会場の研修で、期日は予定ですので、変更もあります。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

教　　諭

◦共通研修では、中堅教職員としての在り方や教科等指導について、これまでの実践を
振り返りながら学びを深めるとともに、社会体験研修でより視野を広め学校教育を客
観的・多面的に見直します。さらに、研修のまとめとして行う異校種交流等を通して、
これからの教職員としての在り方を考えます。

◦県立学校の選択研修では、多様な教育的課題への対応等、個々のニーズにより選択し、
専門性を高めます。

小・中学校は、共通研修５日
社会体験研修３日　
市町村教育委員会１日　　　　　　　　　　　  計９日間

県立学校は、共通研修５日、選択研修１日
社会体験研修３日　　　　　　　　　　　　　  計９日間　

養護教諭
◦職務に必要な基本研修と専門研修を通して、学校保健活動の中核的な役割を果たす力量

を高めます。
◦選択研修では、各自の職務において、必要な教育的課題等に関する内容を選択して学び

ます。

　共通研修６日、社会体験研修３日、選択研修１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  計１０日間

栄養教諭
学校栄養職員

◦職務に必要な基本研修と専門研修を通して、学校において食育推進の中核的な役割を果
たす力量を高めます。

◦選択研修では、各自の職務において、必要な教育的課題等に関する内容を選択して学び
ます。

　共通研修６日、社会体験研修３日、選択研修１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  計１０日間

※詳細については「中堅教諭等資質向上研修（教職経験１０年経過研修）の手引」を参照してください。

中堅教諭等資質向上研修（教職経験１０年経過研修） 個々の能力・適性等に応じた研修により、中堅の教職員としてのリーダー性や専門性を高めます。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

学校事務職員新任者
◦講義・演習等を通して、事務職員として必要な基礎知識及び技能を身に付けます。
　※新規採用及び知事部局等から公立小・中学校、県立学校に転任した事務職員（主事・

　主任主事・事務主査）

　①　４月１８日（火）
　②１０月１８日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　計２日間

新任者研修 新任者の職務の遂行に必要な資質・能力の向上を図ります。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等
新規再任用者 ◦再任用者の役割と OJT 推進について学びます。 　　　４月２８日（金）

新規再任用者研修 学校運営への参画意識やＯＪＴ推進について意識を高め、能力の向上を図ります。
番号 研　修　名 研修の特徴・内容 期　日　等

１ リーダー養成研修
◦講義・演習・協議等により、学校経営に必要な資質・能力を身に付けます。
◦民間企業等で経営の実際を学ぶ社会体験研修を行うことにより、マネジメント力の向上

を目指します。

 ８月　７日（月）～８月　８日（火）
 ８月１７日（木）～９月２２日（金）

２ 学校管理実務研修 ◦講義・演習・協議等により、学校経営に必要な資質・能力を身に付けます。  ①１１月２９日（水）  ②１１月３０日（木）  ③１２月５日（火）

リーダー養成研修 本県教育のリーダーとしての資質・能力の向上を目指します。

臨時的任用講師等の授業力アップセミナー（第３回　宮崎教師道場）
番号 内　容 対　象 期　日

1
小・中・高等学校の各教科等、特別支援教育の基本的な指導の在り方、
学校保健活動等の基本について学びます。
※別途案内（各自での申込みが必要です。）

県内の公立小・中学校及び県立学校に勤務している臨時的
任用講師や「第１回宮崎教師道場」を受講した学生

９月　９日（土）・９月１６日（土）・
９月３０日（土）

研修
番号 研　修　名 校　種 対象（定員） 主な内容等 実施予定 会　場

1
社会科の授業づくり
～授業の分析力を高める
　　　　　逆向き指導案作成～

小・中・高・特 教諭等（10 名程度）
※中・高は社会科担当者

小学校社会科の授業を参観した後に、授業展開などを学習指導案に書き表します。
その後、各自の指導案を様々な視点から比較検討し、授業分析・評価・改善の力
量形成を目指します。宮崎大学教職大学院生も参加します。

10 月 26 日（木）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

2 算数科の授業づくり
～その基本としての授業研究～ 小 教諭（10 名程度）

教材解釈や授業の意図に関する事前検討会を行い、附属小学校教師による授業を
観察します。次に、事後検討会で授業改善案を作成し、その改善案に基づく授業
を実施します。こうした授業研究の基本的な流れを通して、確かな学力の育成を
目指した算数科の授業づくりについて検討します。

12 月 14 日（木）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

3 音楽科の授業づくり
～芸術家の知を生かした芸術教育～ 小 教諭等（30 名程度）

小学校学習指導要領に示されている「歌詞の内容、曲想を生かした表現を工夫し、
思いや意図をもって歌うこと」に関わる実践 VTR を素材として、子どもの主体
的な表現創造活動を引き出すための教師の支援について検討します。授業実践者
と大学声楽科教員によるパネルディスカッションを行い、実践現場が抱える課題
について解決の方策を探ります。

11 月 9 日（木）
13:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部 
附属小学校

4 図画工作科の授業づくり
～芸術家の知を生かした芸術教育～ 小・中・特 教諭等（10 名程度）

芸術家と協働して実施する授業構成や学び合いの特質を検討します。本年度は、
附属小学校の協力を得て造形の知を生かした芸術領域の授業実践の参観及び事後
検討ワークショップを行います。

７月 18 日（火）
13:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

5
家庭科の授業づくり
～ストップモーションで検討する
　　　　　　　授業改善の方向性～

小・中・高 教諭等（10 名程度）
※中・高は家庭科担当者

家庭科の授業実践をストップモーション方式で検討し、参加者とともに授業プラ
ンについて再考していきます。小・中・高校の校種を超えた議論を共有し、連携
を深めます。免許外で家庭科をご担当の先生方も歓迎します。

10 月 27 日（金）
14:00 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
技術家庭科棟Ｔ２１１
教室（予定）

6 体育科の授業づくり 小 教諭等（人数制限なし）
体育科の教科成立の拠り所である「スポーツ文化」は総合文化であり、その内実
は広くて深いものがあります。だからこそ、深い素材研究に裏打ちされた豊かな
教材研究が求められます。その具体を実際の授業づくりを通して検討します。

12 月 8 日（金）
13:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

7
道徳科の授業づくり
～教材分析に基づく授業研究と
　　　　　　　　　　　授業改善～

小・特 教諭等（20 名程度）
事前検討会で研究授業の学習指導案がどのような教材分析に基づき作成されたか
を理解したうえで、研究授業を参観し、子どもの反応・発言に基づいた授業分析
の方法と授業改善の観点の習得を目指します。

10 月 20 日（金）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

8 外国語活動の授業づくり
～教科化への移行を意識して～ 小・中・特 教諭等（30 名程度）

外国語活動が次の学習指導要領で高学年の教科となることを踏まえ、子どもに身
に付けさせたいコミュニケーション能力や、それを可能にする単元構成の在り方、
具体的なアクティビティの例、教科化に対応した教員研修の在り方などを、授業
参観、ワークショップ、講演などを通して考えます。

12 月 11 日（月）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属小学校

9 授業の成立と学習集団づくり 小・中 教諭等（40 名程度まで）

子どものニーズに合わせた全員参加の授業づくりをテーマに、主に小学校におけ
る授業実践の検討を通して、授業を成立させる教授行為や学び合いを生み出す授
業構成の特質を理解します。本年度は、附属小学校の協力により算数の授業実践
を参観・分析することを通して、教科の特性を生かした学習集団づくりを検討し
ます。

２月下旬
別途お知らせ

宮崎大学教育学部
附属小学校

10 社会科の授業構成力・分析力を伸ばす
授業検討会の在り方 小・中・高・特 教諭等（20 名程度） 附属中学校で社会科の授業観察・分析を行います。事前検討会で授業の意図を理

解したうえで授業を観察し、事後検討会においてじっくり授業分析を行います。
11 月 16 日（木）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部
附属中学校

11 プログラミング的思考を高める
授業づくり 小・特 教諭等（10 名程度）

小学校で実施されることになったプログラミング教育の意義等を整理したうえ
で、プログラミング的思考力を高める授業づくりについて検討します。宮崎大
学教職大学院の学生も参加します。

12 月 11 日（月）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学教育学部附属
教育協働開発センター

12 国語科の授業づくり
～教材解釈と発問づくりから表現へ～ 小・中・特 教諭等（20 名程度）

小学校国語教科書（東京書籍と光村図書）に採録されている物語の教材解釈を
通して、物語文の指導の基礎を培います。２作品～３作品程度の教材解釈と発
問づくりを行った後、音読・表現読み・朗読に段階的に取り組む中で受講者間
の対話を促進し教材解釈をさらに深めます。

6 月 19 日（月）
9:30 ～ 16:30

宮崎大学創立 330
記念交流会館（予定）

13 授業が変わるキャリア教育 小・中・高・特 教諭等（30 名程度）
ものの見方・考え方を育み、問題解決力やコミュニケーション力を学ぶ体感型
アクティビティを体験しながら、想像力を駆使し、試行錯誤を行い、自己との
対話を促すキャリア教育プログラムを体験しながら検討します。宮崎大学教職
大学院生も参加します。

1 月 15 日（月）
9:30 ～ 16:00

宮崎大学創立 330
記念交流会館（予定）

その他の教育機関が実施する研修

平成29年度平成29年度平成29年度

職 能 研 修 管理職・主任・担当教諭等としての職務の基本的事項及び専門性を身に付け、学校組織
の活性化を図ります。

番号 対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

１ 新任校長 ◦校長の役割や職務の実際について理解し、人材育成等を中心に学校経営やリーダーとし
ての在り方について学びます。

　①　５月１２日（金）【県教育研修センターと延岡工業高等学校で実施】
　②　６月２３日（金）

２ 新任教頭 ◦教頭の役割や職務の実際について理解し、実践的な講義や演習により学校経営に関する
課題解決につながる力を身に付けます。 　　　６月１２日（月）

３ 新任事務長 ◦学校経営に関する課題解決につながる実践的な講義・演習を基に、リーダーシップの在
り方やマネジメントについて学びます。

　①　５月１２日（金）
　②　６月１２日（月）４ 新任事務主幹

５ 新任主幹教諭 ◦主幹教諭の職務や学校経営への参画の在り方について学び、学校の課題に適切に対応で
きる力を身に付けます。 　　　６月　５日（月）

６ 新任指導教諭 ◦指導教諭の役割とリーダーシップ、具体的な職務の実際について学びます。 　　　４月２５日（火）

管理職等研修 学校経営の核となり、リーダーシップを発揮するための力を高めます。

番号 対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

１ 複式学級初担任
（小学校のみ）

◦複式学級の特性と学習指導の進め方、へき地教育の現状と課題、複式学級における指導
の在り方を学びます。

◦授業参観や協議・演習により、複式指導の進め方を具体的に学びます。

　★　５月１６日(火）【県北会場】
　★　５月１８日(木）【県南会場】
　（県南または、県北の会場で受講する。）

２ 特別支援学級
初担任

◦障がいのある子どもの理解と、子どもたちのよさと可能性を引き出す具体的な指導の進
め方を学びます。

◦学校における具体的実践事例等を基に、支援の在り方を具体的に学びます。

　①　４月２０日（木）
　②　６月１６日（金）

※校長の申請により、臨時的任用講師等も受講できる。　　★は、学校が会場の研修で、期日は予定ですので、変更もあります。

担当教諭等研修 担当としての専門性を高め、実践力を身に付けます。

番号 対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

１ 新任教務主任 ◦教務主任としての役割やリーダーシップ、学力向上に向けた教育課程の編成及び学校経
営ビジョンに基づく職務の実際について学びます。 　　　５月１１日（木）

２ 新任生徒指導主事
◦学校や地域の実態を基に、対象者のニーズに応じた研修を選択し、それぞれの課題に対応する力を身
　に付けます。
　※学校長は、「職能研修等に係る基本調査」において、選択する研修の希望を申請する。

※対象となる選択研修については「平成２９年度利用の案内」を
参照すること。

３ 新任進路指導主事
◦産官学の連携によるキャリア教育について学び、校内の進路指導に生かす力を身に付けます。
　※課題対応研修「キャリア教育に今こそ産業界の力を！（みやざきキャリア教育フォーラム）」
　　を受講する。

　　　６月１５日（木）【会場　宮崎県武道館】

４ 新任保健主事 ◦学校における保健主事の役割やリーダーシップ、学校組織の機能を生かした職務の実際
を学びます。 　　　６月　２日（金）

５ 新任特別支援教育
コーディネーター

◦特別支援教育コーディネーターの役割やリーダーシップ、支援の充実と校内体制づくり
に向けた具体的な職務の実際を学びます。 　　　４月２７日（木）

６ 新任事務主任（県立） ◦事務主任としての職務の基本を学び、学校経営に参画できる力を身に付けます。 　　　５月１６日（火）

７ 新任共同実施主任 ◦共同実施主任としての職務の基本を学び、学校経営に参画できる力を身に付けます。 　　　５月１６日（火）

主任等研修 主任として職務の専門性とマネジメント力を発揮し、学校組織を活性化させる力を高めます。

教育課題研修Ⅰ 教職員の専門性や実践的指導力の向上を目指します。　

教科等指導研修 各教科等における専門性や授業力の向上を目指します。

申込
区分 番号 研　修　名 期　日 会　場 対象校種 定員 主な講師小 中 高 特

Ⅱ
　　
期

1 子どもの心に届き、響く「特別の教科　道徳」の授業づくり
講師　京都産業大学　　教授　柴原　弘志

１０月１３日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師

2 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のために
講師　国立教育政策研究所　　総括研究官　後藤　顕一

１１月　２日（木） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

課題対応研修 喫緊の教育課題への対応力、専門性や指導力の向上を目指します。

申込
区分 番号 研　修　名 期　日 会　場 対象校種 定員 主な講師小 中 高 特

Ⅰ
　
　
　
期

1 認め合い助け合う人間関係づくり
講師　東京聖栄大学　　教授　岡田　弘

　６月　９日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師

2 新たな教育課題に対応するための教育相談と保護者対応
講師　神田外語大学　　教授　嶋﨑　政男

　６月１５日（木） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師

3 キャリア教育に今こそ産業界の力を！　（みやざきキャリア教育フォーラム）
講師　株式会社キャリアリンク　　社長　若江　眞紀　　　福井商工会議所　　青年部　菊　祥行

　６月１５日（木） 宮崎県武道館 ○ ○ ○ ○ 定員
無し 県外講師　他

4 子どもを取り巻くネット社会への対応
講師　兵庫県立大学　　准教授　竹内　和雄

　６月２０日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

5 学びに向かう力を高める授業改善の方策
講師　京都大学大学院　　准教授　木原　雅子

　６月２２日（木） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

6 働きやすい環境づくりとメンタルヘルス
講師　Ｏｆｆｉｃｅプラスα　　ソーシャルカウンセラー　有馬　和江

　６月２６日（月） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県内講師　他

Ⅱ
　　
期

1 キャリア教育の推進に向けての校内マネジメント
講師　キャリア教育支援センター　　トータルコーディネーター　水永　正憲

　８月　９日（水） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県内講師　他

2 いじめ・不登校・問題行動への対応
講師　ＦＲ教育臨床研究所　　所長　花輪　敏男

１０月　６日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

3 カリキュラム・マネジメント実現の第一歩
講師　甲南女子大学　　教授　村川　雅弘

１０月２７日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師

4 学校トラブル！予防と対処
講師　柏田法律事務所　　弁護士　柏田　芳徳

１０月３０日（月） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県内講師　他

5 授業に役立つ学校図書館活用のアイデア
講師　帝京大学　　教授　鎌田　和宏

１２月　１日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

6 子どものやる気を引き出す学級づくり
講師　上越教育大学教職大学院　　教授　赤坂　真二

　３月　５日（月） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師

教育課題研修Ⅱ 喫緊の教育課題の解決や本県の教育施策の充実を図るための研修です。
研修対象が指定されている研修です。

研修
番号 校種 研　修　名 対　象 主な内容等 期　日 会　場

1 小 公立学校職員健康づくり推進協議会「管理職研修会」 小学校校長
○説明：学校における安全衛生管理活動について
○説明：職場復帰支援について
○講義：教職員のメンタルヘルス対策

７月２８日（金）
※テレビ会議システム

中部・南部：県教育研修
　　　　　　センター
北部：延岡工業高等学校

2 中 授業改善のための「道徳科」研修会 中学校教諭等
( 各学校１～３名 )

○講義：道徳科の実施に向けて
○演習：授業づくりワークショップ

中部：６月２７日（火）
南部：６月２９日（木）
北部：７月　３日（月）

中部：県教育研修センター
南部：高城生涯学習センター
北部：日向市中央公民館

3 中 「道徳科」の普及・啓発に関する研修会 中学校の管理職
（各学校１名）

○講義：「道徳科」への移行を踏まえた指導体制の改善・充実
○協議：各学校における指導体制の改善・充実

１１月９日（木）
※テレビ会議システム

中部：県教育研修センター
南部：都城西高等学校
北部：延岡工業高等学校

4 小 外国語活動リーダー研修Ⅰ 小学校教諭等 ○外国語活動の指導に関する説明・講義
○外国語活動指導者研修の内容等に関する協議 ６月１３日（火） 県教育研修センター

5 小 外国語活動リーダー研修Ⅱ 小学校教諭等 ○外国語活動指導者研修の内容等に関する協議
○外国語活動指導者研修の教材準備等に係る演習

中部：７月１３日（木）
南部：７月１０日（月）
北部：７月１１日（火）

中部：中部教育事務所
南部：都城総合庁舎
北部：延岡総合庁舎

6 小 外国語活動指導者研修 小学校教諭等
○外国語活動に係る模擬授業・協議
○外国語活動の指導に関する講義
○外国語活動の指導に関する演習

中部：８月　２日（水）
南部：８月　４日（金）
北部：８月　３日（木）

中部：県教育研修センター
南部：高崎福祉保健センター
北部：日向市中央公民館

7 小中高特 県民総ぐるみ教育推進研修会
小・中・県立学校の管理職又は
地域連携担当職員１名
※２名以上の参加も可

○小・中学校における「よのなか教室」の授業公開
○中・高における ｢よのなか教室｣ の実践発表
○地域人材を活用した授業の在り方に関する協議
○県民総ぐるみによる教育推進のための協議

宮崎地区　：別途お知らせ
南那珂地区：別途お知らせ
児湯地区　：別途お知らせ
北諸県地区：別途お知らせ
西諸県地区：別途お知らせ
延岡・西臼杵地区：別途お知らせ
日向・門川・入郷地区：別途お知らせ

宮崎地区　：宮崎市立学園木花台
　　　　　　小学校
南那珂地区：日南市立油津小学校
児湯地区　：川南町立川南小学校
北諸県地区：都城市立祝吉小学校
西諸県地区：小林市立三松中学校
延岡・西臼杵地区
　　　　　：延岡市立恒富小学校
日向・門川・入郷地区
　　　　　：日向市立財光寺小学校

8 高
“確かな学力”を育む高校授業改革推進事業
「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業づくり
研修会

本事業に関わる高等学校教諭等 ○「主体的・対話的で深い学び」に関する講義・演習等 １０月２４日（火） 県教育研修センター

9 幼保小中
高特 学校安全指導者研修会 幼・保・小・中・県立学校の

教職員（各学校１名）
○学校安全の充実に関する実践発表、講義、パネルディスカッション等
※公立小・中・高・特別支援学校等の担当は悉皆研修 ５月２６日（金） 新富町文化会館

10 小中高特 上級特別支援教育コーディネーター養成研修
中級レベルの特別支援教育研修
を受講済みの特別支援教育コー
ディネーター

○特別支援教育コーディネーターの資質向上に関する講義・演習等

第１回　７月２５日（火）
第２回　①７月２８日（金）
　　　　②８月　１日（火）
　　　　③８月　２日（水）
　　　　④８月　３日（木）
第３回　８月１８日（金）

第１回　県教育研修センター
第２回　県中央発達障害者
　　　　支援センター
第３回　清武せいりゅう支援
　　　　学校

11 小中高特 宮崎県栄養教諭・学校栄養職員研修会 栄養教諭・学校栄養職員

○説明：本県におけるがんに関する教育
○講話：がん予防と食事
○説明：学校給食の栄養管理・衛生管理
○実践発表
○協議：学校における食に関する指導を効果的に進めるために

７月　３日（月） 県教育研修センター

12 小中高特 スーパーティーチャー授業公開等 小・中・県立学校教職員 ○授業参観
○スーパーティーチャーによる講義・演習・協議

日程・会場等の詳細は「スーパーティーチャー通信」及び「教育
ネットひむか」HP により案内

■６・７月に実施する研修をⅠ期、８月以降に実施する研修をⅡ期として、受講の申込みも２回に分けて受け付けます。（申込み方法や締切り等の詳細については「平成２９年度　利用の案内」を参照）
■研修の詳細については、別途全職員に配布する「平成２９年度　課題別研修等Ⅰ期・Ⅱ期研修ガイド」及び教育研修センターの HP から、各研修の「実施要項」をご確認ください。

特別支援教育研修 特別支援教育に関する専門性や実践的指導力の向上を目指します。

申込
区分 番号 研　修　名 期　日 会　場 対象校種 定員 主な講師小 中 高 特

Ⅰ
　
期

1 指導・支援に生かす実態把握～Ｋ－ＡＢＣⅡを通して～（Ａ日程） 　６月　８日（木） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事・教諭等

2 小学校（通常の学級）における発達障がいのある児童への指導・支援
講師　国立特別支援教育総合研究所　　上席総括研究員　笹森　洋樹

　６月２９日（木） 教育研修センター ○ 100 県外講師　他

3 特別支援学級における指導力向上 　７月　３日（月） 教育研修センター ○ ○ 30 指導主事・教諭

4 中学校（通常の学級）における発達障がいのある生徒への指導・支援
講師　国立特別支援教育総合研究所　　主任研究員　横山　貢一

　７月１０日（月） 教育研修センター ○ 50 県外講師　他

5 子どもが学びやすい！インクルーシブ教育システム
講師　国立特別支援教育総合研究所　　総括研究員　久保山　茂樹

　７月１１日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 100 県外講師　他

Ⅱ
期

1 指導・支援に生かす実態把握～Ｋ－ＡＢＣⅡを通して～（Ｂ日程） 　９月２６日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事・教諭等
2 高等学校における発達障がいのある生徒への指導・支援 １０月　５日（木） 教育研修センター ○ 50 指導主事・教諭
3 特別支援学校における指導力向上 １１月　６日（月） 教育研修センター ○ 30 指導主事・教諭等

情報教育研修 学校教育の情報化に寄与する資質・能力の向上を目指します。

申込
区分 番号 研　修　名 期　日 会　場 対象校種 定員 主な講師小 中 高 特

Ⅰ
　
　
　
期

1 授業に活用！初めてのタブレットＰＣ 　６月１６日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 20 指導主事等
2 手軽に発信！ＣＭＳによる学校Ｗｅｂページの作成 　６月２３日（金） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事等
3 みんなで運用！ＣＭＳによる学校Ｗｅｂページの管理 　７月　４日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事等
4 授業に活用！タブレットＰＣ（Ｗｉｎｄｏｗｓコース） 　７月１１日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事等

5 児童生徒のためのＩＣＴ活用授業デザイン
講師　鳴門教育大学大学院　　准教授　藤村　裕一

　７月２４日（月） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 県外講師　他

Ⅱ
期

1 教師力アップ！新教育ネットひむかとＩＣＴ １０月　３日（火） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 30 指導主事等

2 授業に活用！タブレットＰＣ（ｉＰａｄコース） １０月１９日（木） 教育研修センター ○ ○ ○ ○ 20 指導主事等

学校事務研修 学校事務職員としての資質の向上を目指します。（申し込みは別途調査を行います。）　

番号 研　修　名 対　象 期　日 会　場 定　員 主な講師
1 キャリアアップ研修①　－経営管理研修－ 全事務職員 　　５月２３日（火） 教育研修センター 100 県内講師

2 キャリアアップ研修②　－地域との連携－ 全事務職員 　　７月２４日（月） 教育研修センター 100 県外講師　他

3 キャリアアップ研修③　－カリキュラム・マネジメント研修－ 全事務職員 　１１月　６日（月） 教育研修センター 100 県外講師　他

番号 研　修　名 対　象 期　日 会　場 定　員 主な講師

1

通級指導担当者研修①　※悉皆研修（通級指導初担当者及び１年経過者） 通級指導担当（１・２年目）　　５月１２日（金） 教育研修センター 悉皆 指導主事等

通級指導担当者研修②
講師　県立こども療育センター　　言語聴覚士

言語・聴覚担当 　　６月　１日（木） 教育研修センター 対象の希望者
全員 県内講師　他

通級指導担当者研修③
講師　宮崎県中央発達障害者支援センター　　臨床心理士　鮫島　奈緒美　 　宮崎市総合発達支援センター　　心理士　伊東　美和

情緒・LD/ADHD 担当 　　６月２７日（火） 教育研修センター 対象の希望者
全員 県内講師　他

2 課題解決研修　※申込みは、随時 教諭等 受講決定後、個別に設定 教育研修センター等 調整 指導主事等

レベルアップ研修 求められる資質・能力の向上を目指します。　

申込
区分 番号 研　修　名 対　象 期　日 会　場 定　員 主な講師

Ⅰ

期

1 教職員も学び合う校内研修活性化へのプロセス
講師　宮崎大学教職大学院　　准教授　竹内　元

各学校の
研究主任等 　　６月１３日（火） 教育研修センター 50 県内講師　他

2 ワークショップで学ぶ！人権教育ファシリテーターの心得 小学校・中学校の
人権教育担当者等 　　６月１３日（火） 教育研修センター 50 指導主事

Ⅱ
期 1 管理職のためのスクールマネジメント：人材育成

講師　兵庫教育大学大学院　　教授　浅野　良一
管理職 　１０月３１日（火） 教育研修センター 50 県外講師　他

学校力アップ研修 組織マネジメントや校内研修の活性化等を軸に学校力の向上を目指します。

対　　　象 研修の特徴・内容 期　日　等

講師等 ◦教職員の使命と服務について学びます。
◦学習指導や生徒指導、人権教育等に関する基礎的内容を学びます。

【小・中学校】　中部地区　５月１６日（火）  （会場　県教育研修センター）
　　　　　　  北部地区　５月２３日（火）  （会場　日向市中央公民館）
　　　　　　  南部地区　５月２６日（金）  （会場　高崎福祉保健センター）

【県立学校】　  ５月１０日（水）、６月７日（水）  （会場　県教育研修センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各１日間 

臨時的任用講師等基本研修（第２回　宮崎教師道場）

サタ・スタ（土曜講座） ※教育研修センター HP からの申込みとなります。（下の QR コードからも申込み可能です。）

番号 研　修　名 対　象 期　日 時　間 定　員 会　場

1
“地元”創生と教育について思うこと
～いい子が育つ県全国２位の宮崎県！ところで、いい子ってどんな子でしたっけ？～
講師　コミュニケーション・プランナー　越智　一仁

全教職員・ 
保護者・一般 　　６月　３日（土） １０：００～１２：００ 200 教育研修センター

2
一人ひとりが輝くほめ言葉のシャワー
～言葉の力で子どもを育てる～
講師　教育実践研究家　菊池　省三

全教職員・ 
保護者・一般 　　６月２４日（土） １０：００～１２：００ 200 教育研修センター

3
みんながつくる　みんなの学校
～学び合いと育ち合いを見届け合う学校づくり～
講師　大阪市立大空小学校　　元校長　木村　泰子

全教職員・ 
保護者・一般 　　８月２６日（土） １３：００～１６：３５ 200 宮崎大学創立３３０

記念交流会館

4 ここが変わった！「道徳科」　～新設の背景とその趣旨～
講師　京都産業大学　　教授　柴原　弘志

全教職員・ 
保護者・一般 　１０月１４日（土） １０：００～１２：００ 200 教育研修センター

自 主 研 修 自ら学ぶ教職員を支援するとともに、保護者・一般県民への学びの場を提供します。

サタ・スタ申込み用ＱＲコード

「ＱＲコードは ( 株 ) デンソーウェーブの登録商標です」

番号１：
“地元”創生

番号２：
ほめ言葉のシャワー

番号３：
みんなの学校 番号４：道徳科

基本的な研修により教育公務員としての使命感、基本的な実践的指導力を養います。


